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研究成果の概要（和文）：本研究課題は、ヴィクトリア朝後期の女性著述家による「抗議と抵抗

の文学」としての散文をジャンル横断的に解明し、女性の政治的想像力によるネットワーク形

成の様相を検証することを目指した。ジョゼフィン・バトラーの性病予防法撤廃運動と執筆活

動は、女性に自らの身体への意識を高め、さらに女性医師のパイオニア、エリザベス・ブラッ

クウェルの著作における近代医学による女性身体への暴力と搾取に対する抗議は、女性が性に

ついて語る契機をもたらし、世紀末の〈新しい女〉の誕生へと連動する。セアラ･グランドの文

学作品に刻まれた性のダブル・スタンダードへの抵抗と、医師、医療による女性の心身の虐待

への抗議には、バトラーとブラックウェルらの声の継承を確認することができた。また、医師

で著述家のマーガレット・トッドとアラベラ・ケニーリーの小説において、女性医師には同性

の身体の守護者としての使命が付与され、同時にそのことが物語の展開上でも重要な役割を果

たすことが明らかになった。国際学会において、2008 年にバトラーについて、2010 年、2011

年にはトッドとケニーリーに関する研究発表を行った。また、バトラーに関する論文はラウド

レッジ社の学際的女性史雑誌に掲載予定となり、国外へも研究成果を積極的に発信することが

できた。 

 

 

研究成果の概要（英文）：In this research project, I sought the configuration of the female 

political network in nineteenth-century gender politics, focusing on the political writings of 

Josephine Butler, medical women’s involvement in Butler’s campaign to repeal the 

Contagious Diseases Acts, and the representation of doctors in popular fiction such as New 

Woman novels. Butler’s writing displays female rage as a primary source of creative power 

as well as the motivation behind the campaign, and implies her aspiration to subvert the 

patriarchal authority over women’s bodies. In fact, pioneering medical women responded to 

Butler’s crusade in many ways. Especially, Elizabeth Blackwell’s writings made a 

significant contribution to the radical shift in raising the powerful voice of women to justify 

the importance of physical-self-determination for women, as Sarah Grand’s novels offer 

insights about sexual double-standard and body politics by representing mental and 

physical abuse of women in modern medicine. More interestingly, some of medical women 

also wrote literary works in which they articulate the significance of new roles for women 

in both private and public domains at the fin de siècle. I presented papers on medical 

women in International conferences in 2010 and 2011, and my article on Butler will be 

published in an interdisciplinary academic journal on women’s history (Routledge). 
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１．研究開始当初の背景 

ヴィクトリア朝のセクシュアリティ研究

と世紀末の〈新しい女〉研究は、近年成熟化

しつつある。しかし、性の二重規範に取り組

んだジョゼフィン・バトラーの活動とその著

作が、いかに 19 世紀英国社会に衝撃を与え

たのか、さらに女性の身体の専門家として女

性医師がどのように女性の欲望を定義した

のか、具体的な女性運動と著作を検証する必

要性が生じた。 

 

２．研究の目的 

ヴィクトリア朝後期における女性の社会

的活動と散文から、「家庭の天使」像の修正

の様相と、女性領域の拡大をめぐるジェンダ

ー・ポリティクスの葛藤を検証し、時代の女

性表象の変容を社会運動と文学から探り、両

者の相関関係を探ることが本研究の目的で

ある。 

 

３．研究の方法 

文学作品と政治的文書の個別テクストの

読みと分析を進め、女性の政治活動、執筆活

動、ネットワーク形成の様相、出版事情他の

項目ごとに調査を行った。基本的にはリプリ

ント版を使用したが、国内で入手できない資

料に関しては、年に 1，2 度渡英し、British 

Library 、  Wellcome Library 、 Women’s 

Library にて文献調査と収集を行い、

Salvation Army のアーカイブでもバトラー

の書簡並びに救済女性の書簡と自伝原稿を

調査した。また、The National Library of 

Scotland においても、マーガレット・トッド

の書簡からブラックウッズ社との関係を調

査することができた。また、研究の過程にお

いて得られた結果は、所属する国内外の学会

において積極的に研究発表を行った。 

 
４．研究成果 

本研究課題において得られた成果は以下の

通りである。 

(1) ジョゼフィン・バトラーによる英国内の

性病予防法撤廃運動をめぐる講演原稿、パン

フレット、伝記、書簡など調査した結果、旺

盛な執筆活動の原動力が怒りであり、その著

作には女性の身体を支配する家父長的権威

を転覆する野心が読み取れた。この意味にお

いて、バトラーは 19 世紀女性の著述に新た

なスタイルを切り拓いたと言える。 

(2) 女性医師のパイオニア世代のなかで特に

執筆活動を積極的に展開したブラックウェ

ルは、女性の身体を管理する法と医学界のミ

ソジニーの非道性を訴えた。また、彼女が複

数の著作において当時の女性の性的欲望を

めぐる神話を否定したことは、女性が性につ

いて語る契機をもたらし、世紀末の〈新しい

女〉の誕生へと連動していることが明らかに



なった。 

(3) 作家活動を展開した女性医師マーガレッ

ト・トッドとアラベラ・ケニーリーの小説に

おいて、それぞれのフェミニズムに対するス

タンスは異なるが、両者の女性医師の表象に

は同性の身体の守護者としての使命が見出

され、同時にそのことが物語の展開上でも重

要な役割を果たしていることが確認できた。 

(4) セアラ･グランドの長編、中編、短編のい

ずれにおいても、性のダブル・スタンダード

への抵抗と、女性の身体への暴力と搾取に対

する抗議としての政治的主張が強調されて

おり、バトラーの性道徳批判を受け継ぐテク

ストであることを確認した。さらに、グラン

ドの小説における医師、医療行為、動物生体

解剖実験の表象は、女性の心身の虐待の暗喩

であると同時に、ブラックウェルが著作活動

において問い続けた近代医学による女性身

体への暴力と搾取を可視化させる。性道徳批

判、性の浄化運動支持という視座から書かれ

たグランドとケニーリーの作品に共通する

のは、女性の欲望の肯定が示唆されているこ

とだが、一方で両作家には女性のセクシュア

リティを「母性」に完全に吸収させてしまう

傾向もあり、女性表象の揺れ動き、ジェンダ

ーの矛盾はさらなる分析と考察が必要であ

る。 
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